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A 158 ジョウか5徊口端骨% - プの郎教暑気と珀幽の気化/こフいで

　　　　東東家政一大蒙蝕、o珂村フジ子　加療和手
　　　　あヽ差．太女瓦家政畑中旨み　小林彰夫

　a 的　中限料麗で･よく用いら仇ゐジg りかヽの暴騰脈加卵爾理におけゐ恚切な用まfe明ら

刺こする仁めに、鶏骨スープにジ3 りか色加£Z湘れし、蔑の筒の看気の貞瓦k癩脂の喪

心cつぃ-l次のような爽験座行、た、

　方ま　200^のシ3 わかに･水I i を加えて連統水泳気集留色行．ブ得降看気乞(^ご.およ

びGfC -M･S を凩いてを所し、廣喬の同定怠行。a, 次に2りりのショりかにヽ鶴瞬スープ｀

I i t加え､て連続ゑ基気蒸留を行ない、恥乙以)二(.弗瓦)で･泗冷毎に看気念摘集l Xそり

金収ご奮ど蛋､奪取かの剱時的牝柘をみ柘．±ら･こ．他脂め如妬のシ3 ウかを加むたスー？を
1,2, B時蔵ずつ連疵加島ド乙珀脂を奏鴎しショりか黙鳶如を.対帆いてT B A 値. P

0 ソ値乞潮軋I 瓢．ま化、これ包ぢ-t、3)'o,て溥存I て蒼特陸値の吸化乞みた．こ川尿存
中の禰脂'x.加鵬直撞のか'A ショり;z>‘乖加鶏膏スープ・にっい7嘔能検査t行．た．

　結粟　ショりかの加齢看気収分ii、(Jxrらowax.20M 乞糸填剣fc I Z 6(乙､、Ct乙－Hぶ･こあ

＼i臨場洽、看気政命加装合に･-ｸi^ I 7 瓦必畝、解荷Lに< ぃ加衣- ﾋﾟ手ノ. ■iiンノフt,X'

トS シ矛オーlU,リナロー/し, 孝ラー/らアラニア/1／、ボルキオー/／, Tラコー/ムアセ子－

トケヽヽラら

ープの加齢を気の全収量i53)～＆介位で急報iこ戦ケ-f るか、以後^ 磯少季啄疵暁Z･濁る・

^奪賎冷略加概の初期に応叡･こ喊ｳず■5. ジ3 ウか瑞加鶏廓fc加熟l 仁4盾、丁∂八値、

P o ･／値ともに対脈より顕羞･こ砥い．まt-、シa ウか添加ai陥i*.俵存μ祚う麦瞰、乞もよ

く卸糾する．シ3 むが無費スープ・狐色マス､クに旅舎加より有意＼＝好ま飢る．

A 159 食ま右でヽ<r>遭酸化脂貧(V )米飯俣温申r & Aｲ置の知己と味蒐｀
　　　　名古屋聖霊短火　ム本良子　祖父江典子　椙ふす学薗大　O多fflり疹于

　　　　名古屋聖霊短大　朝曰まゆ升　長谷川ぐゆ里　塔順子

　目的　食品中断貰成分1ま堅気中の鱒軋黛外軋調理等にXフ'J 劣化レ種タのニが酸仙

分解物等が生収でれる乙いクことぼ周知のところで、金属ｲＴンのもとで-free rddic*!むか
つ不犯和脂肪欧が洛性化てれるこいてよる。一方生体内でもミトコントりアヤミクロソ－

４膜の十I-クローＡ媛元酵素口士リhy拓peroxide　txど(7) if酸化脂貧が生成で心加齢゛^

もに僧ｶﾛﾚ、蛋臼買乙の裡合体はリガ蛋白貿乙ともに並行性疾患に何らかの関連μある乙

言われてヵう久しく、生体内過酸化指ずの栄養素おXび代謝乙CO 関連ぼ健康維特上興味屎

い。生体内過酸化㈲tは生m白石意味が認めうれてぃる反面、異常甘遊iが疾焉の原因乙

して在目ぐれてお'j、その増量ぼ主＼て食物摂取による瑞量が考えられ、急性奪性的応報告

がffいが、生体内毒性ぽ醇素系t7)不法紅匂蛋白吏勉・一軋　ビタタy の碩壌ii ども通レ

て現われるということヵ叫すると｡慢性毒性吋見跨か"リ）君県有必苓乙考えている。今回咬

米飯保僅申の遣酸仏指胃玄T BAまでその変化£追試し同時に味釦でフいて調べＲ。

　方法　fe胤十年次の新海産米の雅'ﾖ米、ワ分-7 ?米乙用い、すシ3 -rル・%チジｒ一炊飯

器( 股O^ ,,　iI炊々) I-よソ、就明かで序即して炊飯レ、その米飯にフい了炊飯直便宮

よび経時的に亜il.化脂貫・指標Y.してTBA 値乞廓衆し長。尚その劃気方宏は∧木氏らに

よる蛍光砥|で使。六。同時iぺ米飯の味覚テスト乙哭施し乱

　結果　炊飯£東の毫飲の丁Bメイ瓦および保温中米飯にフいての丁B A爰にr、炊飯直奢Vy

＼x較し保温時間経通|て趾い僧加レ米飯のr能テ刄ト|で=r う床妬戊穫ぼ筑飯直欧の米飯ヵ

食味ダ良好で保｡菰吟唱経蓋-^.と刎でその食味。低下が認め^れ脂。


